
にいがた勤務医ニュース平成２４年９月２０日（木） 第 I l l 号

う
で
す
が
相
変
わ
ら
ず
そ
の
忙
し

さ
は
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
中
で
医
療
外
業
務
に
あ
た
る
保
険

会
社
の
入
院
通
院
証
明
の
書
類
書
き

な
ど
の
仕
事
を
、
ほ
と
ん
ど
の
勤
務

医
が
勤
務
時
間
外
に
行
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
の
専
門
の
整
形
外
科
は
疾
病
、

傷
害
保
険
の
入
院
通
院
証
明
の
ほ
か

に
交
通
事
故
、
労
災
事
故
等
を
扱
う

こ
と
が
多
く
、
そ
の
関
係
の
書
類
、

証
明
書
、
こ
の
ほ
か
に
特
定
疾
患
の

申
請
書
、
介
護
保
険
の
意
見
書
、
身

体
障
害
者
の
申
請
書
な
ど
多
種
多
様

の
書
類
業
務
が
あ
り
ま
す
。
医
師
一

人
あ
た
り
の
書
類
件
数
は
全
診
療
科

の
中
で
も
一
、
二
番
と
思
い
ま
す
。

ま
た
仕
事
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
当

か
導
一
：
冬
さ
れ
外
来
病
極
で
活
躍
て
書
鍾
を
穿
成
さ
せ
る
。
そ
の
後

し
て
い
る
。
本
稿
で
は
当
院
第
二
内
担
当
医
に
院
内
電
子
メ
ー
ル
で
書

科
病
棟
で
の
ク
ラ
ー
ク
活
動
状
況
を
類
の
確
認
を
促
す
。
担
当
医
は
電
子

報
告
す
る
。
カ
ル
テ
上
の
書
類
を
確
認
・
修
正
し

ク
ラ
ー
ク
は
、
病
院
医
療
情
報
部
た
後
に
確
定
保
存
し
、
処
理
終
了
を

に
所
属
し
て
お
り
、
こ
こ
よ
り
各
診
院
内
電
子
メ
ー
ル
で
ク
ラ
ー
ク
に
伝

療
科
に
派
遣
さ
れ
る
形
で
運
用
さ
れ
え
る
。
こ
れ
を
確
認
し
た
ク
ラ
ー
ク

て
い
る
。
当
科
に
は
一
名
配
属
さ
れ
は
、
書
類
を
印
刷
・
捺
印
し
、
書
類

て
お
り
、
西
十
一
階
病
棟
に
勤
務
し
が
完
成
し
た
日
時
を
帳
票
に
記
録
し

て
い
る
。
主
な
業
務
は
書
類
管
理
業
た
上
で
、
医
事
課
に
送
付
す
る
。
医

務
と
病
棟
長
補
佐
業
務
で
あ
る
。
事
課
は
病
院
公
印
を
捺
印
の
う
え
会

書
類
管
理
業
務
は
、
医
事
課
を
通
計
処
理
し
て
患
者
へ
書
類
が
交
付
さ

じ
て
患
者
よ
り
作
成
を
依
頼
さ
れ
た
れ
る
。

診
断
書
、
証
明
書
の
受
取
か
ら
書
類
以
前
は
、
医
事
課
よ
り
医
局
を
通

の
作
成
代
行
、
医
事
課
へ
の
返
送
ま
じ
て
個
々
の
医
師
に
書
類
が
送
付
さ

で
の
一
連
の
流
れ
を
管
理
す
る
業
務
れ
て
い
た
た
め
、
書
類
の
紛
失
、
完

で
あ
る
。
成
ま
で
の
遅
延
が
生
じ
て
い
た
が
、
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一

新
潟
大
学
医
事
課
が
患
者
よ
り
預
か
っ
た
書

医
歯
学
総
合
類
は
、
一
括
し
て
ク
ラ
ー
ク
に
送
付

病
院
で
は
、
さ
れ
る
。
ク
ラ
ー
ク
は
全
て
の
書
類

現
在
、
医
師
の
種
類
、
担
当
医
、
受
付
期
日
を
帳

ク
ラ
ー
ク
票
に
記
録
す
る
。
そ
の
後
、
電
子
力

（
以
下
ク
ラ
ル
テ
に
保
存
さ
れ
て
い
る
書
類
ひ
な

-
ク
）
制
度
形
に
、
過
去
の
記
載
内
容
を
転
記
し

勤
務
医

の
労
働
環
境

は
、
近
年
、

多
方
面
の
努

力
に
よ
り
、

や
や
改
善
傾

向
に
あ
る
よ

然
で
す
が
書
類
は
多
く
な
一
一
て
い

き
ま
す
。
た
だ
で
さ
え
時
間
が
な
い

の
に
書
類
の
山
が
積
ま
れ
て
い
き
ま

す
。
私
の
場
合
、
外
来
、
手
術
、
病

棟
回
診
の
後
、
医
局
に
戻
り
、
書
類

を
片
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

平
日
で
は
間
に
合
わ
ず
、
休
日
に
病

院
に
行
き
何
と
か
つ
じ
つ
ま
を
合
わ

せ
る
と
い
う
状
態
で
し
た
。
外
来
で

患
者
さ
ん
か
ら
「
保
険
の
証
明
書
ま

だ
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
る
と
、
冗

談
で
「
私
が
忙
し
い
の
を
分
か
っ
て

い
て
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
人
の
書

類
は
積
ま
れ
て
い
る
山
の
一
番
下
に

移
動
し
ま
す
。
」
な
ど
と
言
っ
て
患

者
さ
ん
に
八
つ
当
た
り
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
多
忙
な
勤
務
医
業
務

の
中
で
、
当
院
で
は
平
成
二
十
二
年

三
月
か
ら
医
療
ク
ラ
ー
ク
（
正
式
に

は
医
師
事
務
作
業
補
助
）
が
採
用
さ

れ
、
彼
女
達
の
素
晴
ら
し
い
働
き
で

書
類
書
き
の
仕
事
が
激
減
し
助
か
っ

て
い
ま
す
。
保
険
会
社
、
労
災
、
警

察
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
の
特
殊
な

書
類
を
除
け
ば
、
現
在
で
は
九
割
以

上
は
サ
イ
ン
す
る
だ
け
で
す
ん
で
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
書
類
の
最
終
責
任

は
サ
イ
ン
し
た
医
師
本
人
に
あ
り
ま

す
。
当
初
、
彼
女
た
ち
が
問
題
な
く

書
類
を
書
け
る
か
ど
う
か
、
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
全
く
の
杷

憂
で
し
た
。
最
初
に
書
き
方
の
ポ
イ

ン
ト
を
説
明
す
る
と
、
そ
の
後
は
特

に
問
題
な
く
、
私
が
書
く
よ
り
も
詳

し
く
、
正
確
に
、
書
類
を
作
成
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
字

が
き
れ
い
で
丁
寧
な
の
で
、
書
類
を

受
け
取
る
側
も
喜
ん
で
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
下
書
き
の
書
類
を
チ
ェ

ッ
ク
し
必
要
が
あ
れ
ば
修
正
し
、
書

類
に
サ
イ
ン
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
で
は
修
正
す
る
こ
と
は

稀
で
、
不
明
な
と
こ
ろ
、
判
断
に
苦

慮
す
る
と
こ
ろ
は
付
菱
を
入
れ
て
く

れ
る
の
で
、
効
率
よ
く
、
チ
ェ
ッ
ク

が
で
き
ま
す
。
よ
く
こ
こ
ま
で
カ
ル

テ
を
読
ん
で
記
入
で
き
た
も
の
だ
と

感
心
す
る
こ
と
も
多
く
、
ま
さ
に
専

門
職
だ
と
思
い
ま
す
。

現
在
は
保
険
証
明
等
の
書
類
書

き
が
主
な
仕
事
で
す
が
、
将
来
的
に

は
、
学
会
の
疾
患
評
価
点
数
や
Ｑ
Ｏ

Ｌ
調
査
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
部
分
の

患
者
さ
ん
か
ら
の
聞
き
取
り
記
入
、

ま
た
学
会
か
ら
依
頼
さ
れ
る
症
例
訓

査
の
入
力
な
ど
、
彼
女
た
ち
の
能
力

ク
ラ
ー
ク
に
よ
る
書
類
流
通
の
一
括

管
理
に
よ
り
書
類
の
紛
失
、
完
成
遅

延
は
皆
無
と
な
っ
た
。
ま
た
書
類
は

下
書
き
さ
れ
て
お
り
、
医
師
の
書
類

作
成
負
担
は
大
幅
に
軽
減
さ
れ
て
い

る。
も
う
一
つ
の
業
務
は
病
棟
医
長
補

佐
業
務
で
あ
る
。
病
棟
医
長
は
患
者

入
退
院
管
理
を
行
な
っ
て
い
る
が
、

ク
ラ
ー
ク
は
、
外
来
か
ら
送
付
さ
れ

る
入
院
依
頼
伝
票
を
一
括
管
理
し
、

病
棟
医
長
が
入
院
順
位
を
決
定
す
る

際
、
利
用
し
や
す
い
よ
う
保
管
し
て

い
る
。
ま
た
、
ク
ラ
ー
ク
は
師
長
や

医
局
医
師
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
病
棟
の
状
況
を
把
握
し

て
お
り
、
病
棟
医
長
が
入
院
患
者
を

決
定
す
る
た
め
の
情
報
を
提
供
し
、

意
思
決
定
を
支
援
し
て
い
る
。
更

に
入
院
が
決
定
し
た
患
者
へ
は
、
電

話
に
よ
る
入
院
案
内
も
行
な
っ
て
い

る
。
こ
の
他
、
ク
ラ
ー
ク
は
病
棟
の

入
退
院
の
記
録
、
統
計
デ
ー
タ
の
作

成
、
回
診
表
作
成
を
行
な
っ
て
お
り
、

従
来
、
病
棟
医
長
が
一
日
一
～
二
時

間
か
け
て
行
な
っ
て
い
た
業
務
を
代

行
し
て
い
る
。

以
上
、
ク
ラ
ー
ク
の
業
務
を
報
告

し
た
。
ク
ラ
ー
ク
は
医
事
課
、
外
来

担
当
医
と
病
棟
担
当
医
と
の
接
点

に
あ
っ
て
、
書
類
、
情
報
管
理
の
ゲ

『
医
師
事
務
作

に
保
険
点
数
加

成
二
十
四
年
”

て
も
、
さ
ら
昨

き
め
細
か
く
狩

同
体
制
の
推
雛

『
医
師
事
務
作

で
あ
れ
・
ば
、
閥

思
う
の
で
業
慈

ま
す
。
今
後
、

充
実
し
、
医
師

り
軽
減
す
る
｝
・

県
内
で
こ
の
側

い
病
院
で
は
趣

は
い
か
が
で
肌

ｌ
ト
キ
ー
パ
ー

る
。
こ
れ
に
卜

減
の
み
な
ら
帝

向
上
に
つ
な
ぶ

る
制
度
の
拡
本

務
し
て
い
た
階

持
ち
入
院
患
塞

が
大
腿
骨
近
織

部
骨
折
は
近
倖

さ
す
言
葉
と
か

毎
日
の
よ
う
涯

復
帰
の
手
続
き

た
。
当
時
電
ヱ

ー
カ
ー
な
ど
価

立
し
て
お
ら
帝

あ
り
、
い
つ
提

を
何
回
醤
け
癖

思
い
数
え
て
１ 霧 勤務一

◆

回

十

己

も
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